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妻、次男と3人暮らし。長男と三男は町内在住。既往に20年以上前に腰椎辷り症、脊柱管狭窄症で手術。78歳頃糖尿病がある（内服治療）。R6年1月、自己判断で突然に近医への通院を止め、内服を中断した（週刊誌に薬は身体に悪いと書いてあった）。5月運転免許センターで認知症検査を受けるよう指摘あり、病院で検査した結果、脳血管性認知症と診断。すぐに運転免許証を返納。返納前までは、車で畑仕事に出かけ、週4回フィットネスクラブに通いマシンで運動するなど活動的な生活を送っていたが、8月に退会。その後は、自宅に籠り、他者と交流がない日々を過ごしている。歩行やADLは自立しているが、被害的な言葉を発することや短期記憶に支障がある。認知症症状が進行しないよう、他者との交流や運動目的で通所サービスの利用を希望し新規申請。妻、包括職員同席し調査。調査後妻から聞き取りした。概況記載欄

	1-1
	麻痺
	椅子に座った姿勢で確認動作を行い、四肢共に確認動作はできる。

	1-2
	拘縮
	他動的に確認し、可動域制限はない。

	1-3
	寝返り
	ふとん使用。調査はカーペットの上で行った。何も掴まらずに寝返りする。

	1-4
	起き上がり
	ふとんにしっかりと手や肘をつきながら起き上がる。

	1-5
	座位保持
	安定して座れる。

	1-6
	両足立位
	安定してできる。

	1-7
	歩行
	安定して歩行できる。

	1-8
	立ち上がり
	肘掛けに強く手をつき立ちあがる。

	1-9
	片足立位
	支えなしでできる。

	1-10
	洗身
	週3回公衆浴場で入浴。すべて自分で洗う。

	1-11
	つめ切り
	手足爪共に自分で切る。足爪は肥厚しているが、整えられている。

	1-12
	視力
	日常生活に支障なく見える。

	1-13
	聴力
	大きめの声で話せば、耳元でなくても聞こえる。

	2-2
	移動
	屋内、屋外共に独歩。買い物や受診は、妻と共に徒歩で移動。公衆浴場は、妻と共に巡回バスを利用。

	2-3
	嚥下
	自然に飲み込める。

	2-4
	食事摂取
	箸を使用し自立。

	2-5
	排尿
	尿意、便意ありトイレで排泄。尿漏れや便の拭き残しはなく、一連の排泄動作は自立。

	2-6
	排便
	

	2-7
	口腔清潔
	上下義歯。朝と夕に洗面所で義歯を外し、歯ブラシで磨き、嗽をする。自立。

	2-8
	洗顔
	朝、洗顔し手櫛で整髪する。

	2-9
	整髪
	

	2-10
	上衣の着脱
	自分で着替える。

	2-11
	ｽﾞﾎﾞﾝ等着脱
	

	2-12
	外出頻度
	週2回買い物、10/7近医受診。「週1回以上」を選択。

	3-1
	意思伝達
	常時、誰にでも意思の伝達ができる。

	3-2
	日課の理解
	起床、食事、就寝などの大まかな内容は理解し行動している。

	3-3
	生年月日
	正解。

	3-4
	短期記憶
	調査直前の行動は正解したが、3品テストは不正解。普段、直近の記憶がないと聞き取る。「できない」を選択。

	3-5
	自分の名前
	正解。

	3-6
	季節の理解
	月日は答えられず。季節は正解。普段、月日が分からず、自分で新聞をみて確かめている。季節の理解はあると聞き取る。「できる」を選択。

	3-7
	場所の理解
	住所を答える。家と理解している。

	3-8
	常時の徘徊
	なし。

	3-9
	戻れない
	なし。

	4-1
	被害的
	・自分で髭剃りを片づけたにも関らず、「泥棒（他人、息子達）が入り、盗っていった」ということがある。妻が探し見つけると、「泥棒が返しに来た」と言い、自分が片づけたことを忘れ、認めないことが週何回もあるため、手間がかかる。
・誰かが窓の外から、家の中を見ていると言い、日中でもカーテンを閉めてしまう。誰も見ていないことや見えないことを伝えるが聞こうとせず。カーテンを開けても、すぐに閉めてしまう。「週1回以上」を選択。

	4-2
	作話
	

	4-12
	ひどい物忘れ
	・妻が朝、パジャマから普段着に更衣するよう伝え、衣服を準備すると自分で着替えるが、着替えたことを忘れ、「着替えがない」と言う。妻は毎回、交換した衣類を示し、説明している。「週1回以上」を選択。

	4-14
	勝手な行動
	10/7近医受診した際、処方された内服薬を自己判断で服用しない。妻が促しても、服用しない。「週1回以上」を選択。

	5-1
	薬の内服
	脳血流を促す内服薬（1回/日）があるが、服用していない。自分で薬を管理・服用することは難しいと思われることから、薬の必要性の説明と、飲む薬と水を準備する介助が必要。「一部介助」を選択。

	5-2
	金銭の管理
	以前から、妻に通帳の管理を任せているため、収支の把握はしていない。簡単な計算は出来るが、金銭を使用する機会がない。「全介助」を選択。

	5-3
	意思決定
	介護申請や手続きに他者の支援を要する事から、「特別な場合を除いてできる」を選択。

	5-4
	集団不適応
	なし。

	5-5
	買い物
	妻と一緒に買い物に行き、アンパンをかごに入れることはあるが、食材や日用品はすべて妻が見繕い、支払いする。「全介助」を選択。

	5-6
	簡単な調理
	3食共妻が調理する。自分で、炊飯や加熱調理はしない。「全介助」を選択。

	6
	特別な医療
	なし。

	7-1
	障害自立度
	屋内の生活は概ね自立。ほとんどベッドから離れて生活するが、介助なしには外出しないことから、「A1」を選択。

	7-2
	認知症自立度
	短期記憶がなく、4群の様子や金銭、服薬管理し介助を要することから、「Ⅱｂ」を選択。



